
平成２７年(２０１５年)３月３０日 

土木・環境しなの技術支援センタープレスリリース 

 

土木・環境しなの技術支援センター（理事長小西純一 信州大学名誉教授）では、県内の土木遺

産、土木建造物を新たな観光資源として、県内外の方に訪れていただく際の案内資料として「信州

の土木 魅力のマップ」を作成しました。 

このマップには、地域の新たな観光資源になると思われる、土木遺産、ダムや橋、農業水利施設

など１０分野について、当センターが選定した主な土木遺産や土木構造物の概要説明や所在地など

の情報を掲載しています。 

土木・環境しなの技術支援センターは 

県内の大学､高専の研究者、県内の民間企業や自治体に勤務する技術者などで構成され、だれでも参加可

能で、県内の土木遺産の保存や活用、土木の発信、研修への講師派遣などの非営利活動を行うことを目的

に、平成 24 年 10 月に設立した自主的組織です。主な活動内容は、牛伏川など歴史的河川、砂防施設の調

査、学生の授業支援、栄橋や戸草隧道など土木遺産の保存活用等に関する講演会やシンポジウムの開催な

どです。 

土木遺産、土木建造物などを案内する「信州の土木 

魅力のマップ」を作成しました。 

１ 名称   「信州の土木 魅力のマップ」   

サイズ A1 版（折りして 297×140mm） 両面カラー 
２ 発行者   土木・環境しなの技術支援センター 
 
３ 作成目的  県内の土木遺産や土木建造物を新たな観光資源として、県内外の方に訪れていた 

だく際の案内資料として作成 
 
４ 配布    ４月以降、長野県観光協会（県庁内）、銀座 NAGANO において無償配布 

その他詳しい入手法は、土木・環境しなの技術センターホームページに掲載 
 
５ 作成経過  土木・環境しなの技術支援センターが、平成 26 年度（一社）北陸地域づくり協会、 

（一社）関東地域づくり協会、（公財）河川財団 河川整備基金、（公財）長野県 
建設技術センターからの助成金を活用し作成しました。 
なお作成に当たり、国土交通省（長野国道事務所、千曲川河川事務所、松本砂防 
事務所、天竜川上流河川事務所、飯田国道事務所）、長野県建設部、（公財）長野 
県建設技術センター、県職員政策研究チームによる検討委員会（座長：長野国道 
事務所副所長 中島祥行氏）からご意見をいただくなど、ご協力いただきました。 

 
６ 問い合わせ先 

土木・環境しなの技術支援センター ：【事務局】長野市篠ノ井布施五明 341-7  
担当 ：山浦 直人 電話 ：090-7175-5003  E-mail：yama3417@mx2.avis.ne.jp 
土木・環境しなの技術支援センターホームページ  http://www.ne.jp/asahi/tac/shinano/  
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